
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

～ 第 ３ 号 ～     平成１８年２月１４日発行

みんなで考えよう 将来の「土地利用」のあり方 
 龍江地区 土地利用計画策定 地区懇談会だより 

ホームページアドレス「http://www.city.iida.nagano.jp/ kikaku/ tochikeikaku/」 
(土地利用計画に関することや、地区懇談会だよりは、飯田市ホームページでもご覧になれます) 

組合回覧 

第３回 地区懇談会を行いました 
◆ 日 時 平成１７年１２月１３日(火) １９：0０～２１：００ 

◆ 場 所 龍江公民館 

◆ 参 加 検討委員１５名、コーディネーター１名、事務局６名 
 

当日は事務局より、人口・世帯数や建物棟数などの資料を交えながら、「飯田市土地利用に

関する基本方針(素案)」の説明を行いました。 
その後、２つのグループに分かれてワークショップを行い、第２回懇談会で作成した「将来

こうあって欲しい」地図を参考にしながら、課題の解決方法などについて話合いました。グル

ープ発表後、出された意見を宅地・農地・森林などに分類して表に整理しました。 
（出された主な意見は以下のとおりです） 

宅地(住宅・商業地・工業地) 
 

●若者定住策として工場誘致。 

●番入寺は地形的に工業団地化はこれ以上難しいので

はないか（造成に費用かかりそう）。 

●人口減少時代。宅地化も場所を選んでいく。 

●若者定住策として住宅地を地区内数箇所に。 

●駅、学校や保育園に近い場所は住宅地向き。県道整備

も含めて。 

●泰阜村などから人を呼ぶ。 

～ 第 ３ 回 地区懇談会で出された主な意見【課題や解決方法】 ～

農   地 
 

●龍江の中で宅地エリア、農地エリアを分け住みやす

く、農業しやすくする。 

●耕作放棄した洞田を放牧で活用することはどうか。

●農業後継者不足。 

●グリーンツーリズムで活性化（環境良し。川・水・

景観・静か）。 

●国の担い手要件を満たせるように集落営農化。 

●管理費として税金をとる（農地に関して）。 

●耕作できない農地は山へ戻すことも必要。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回、２月22日(水)は、国土利用計画飯田市計画(素案)・個別計画検討事項に対する話合いを行います。 
 

 

 

 

 

 連絡・問合せ先  
飯田市役所  〒３９５－８５０１ 飯田市大久保町２５３４ 

企画課・管理計画課・農業課・農業委員会事務局 電話 ２２－４５１１（内線３２２２） 
連絡先 企画課 担当：松村  FAX ５３－４５１１ 

E-mail: ikikaku@city.iida.nagano.jp 

飯田市土地利用に関する基本方針とは・・・ 
総合的・長期的な視点から、飯田市の土地利用に関しての基本的な考え方・重要事項・運用の基本・基
本的方向など、普遍的な内容を示したものです。 
 

国土利用計画飯田市計画とは・・・ 
国土利用計画法に基づき、飯田市の土地利用に関する【土地利用に関する基本構想】【利用区分ごとの規
模の目標及び地域別の概要】【目標を達成するために必要な措置の概要】について定める計画です。 
地区懇談会・市民会議などからご意見を頂き、国土利用計画審議会を経て平成１８年度 ６月飯田市議会

に上程する予定です。 
 

※国土利用計画飯田市計画(素案)は、ホームページ・市役所支所にてご覧になれます。ご意見がございまし
たら、２月２８日(火)までにご提出下さい。 

 
これらを基本としながら、飯田市の都市計画マスタープラン・農業地域振興整備計画・景観計画など個別の
計画の作成・見直しを検討します。 

 
 土地利用計画策定 市民会議を開催しました  

飯田市全体の土地利用について話合う、市民会議を開催しております。各地区からの推薦者、建築・
自然・農業・環境・ＮＰＯなど各分野からの推薦者、公募の４３名で構成し、2 年間かけて話合いを進
めていきます。 
今年度は 7 回開催し、地区懇談会の意見などを参考に土地利用を総合的に検討し、「飯田市土地利用

に関する基本方針(素案)」「国土利用計画飯田市計画(素案)」などについて話合いを行いました。 
市民会議の様子・意見については、ホームページの「市民会議ニュースレター」をご覧下さい。 

 

 その他(公共施設など)  
 

●天竜峡に公共浴場（日帰り温泉など）。 

●きれいなトイレが必要（天竜峡）。 

●姑射橋が細いので新しい橋を架ける。 

●遊歩道から川や橋が見られるように（天竜峡）。 

●水辺の楽校をホタルの里に。 

●文吾の里、文永寺等との連携。 

●県道など道路改良が必要。 

●竜東中にスクールバスがあると良い。 

●市道の草木を地域で整備し大型も通れるように（上城） 

●イタチガ沢、処分場跡地をどうするか。 

●観光面では上村･南信濃･千代地区との連携も重要。千遠線の早期改良を。 

景観・歴史・文化  
 

●あまり人が来過ぎるのも良くない。駐車場は遠く停め

て歩いて見に来ればよい（ホタルの里）。 

●少し離れたところに駐車場を作るとよい（ホタルの里）

●自転車に続く次のイベントを模索する（今田平）。 

●天竜峡を観光ルートの拠点化。 

●温泉の活用＋りんご狩り＋舟下りのタイアップ。 

●観光資源を点から線へ結びつける（天竜峡）。 

 河川・水路  
 

●草刈が問題（アレチウリ等）。 

●アレチウリは焼いたらどうか（野鳥の問題もあ

るが…）。 

●逆の発想でアレチウリ畑に（夏はきれいかも）。

●イタチガ沢 

・滝、自然を楽しめるよう遊歩道を作る。 

・ヤマメ等放流し釣り人、観光客を増やす。 


